
３
月
11
日
に
、
長
岡
市
役
所
大
会
議
室
で
第
１
回
新
市
将
来
構

想
策
定
小
委
員
会
（
以
下
「
小
委
員
会
」
と
し
ま
す
。）
を
開
催
し

ま
し
た
。

森
会
長
の
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、
続
い
て
選
任
さ
れ
た
委
員
の

紹
介
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
事
務
局
か
ら
各
資
料
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、
意
見
交
換
を
活
発
に
行
い
ま
し
た
。
小
委
員
会
の
役

員
の
選
出
も
行
い
、
委
員
長
、
副
委
員
長
を
決
定
し
ま
し
た
。

詳
し
い
内
容
は
３
頁
に
掲
載
し
ま
し
た
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

��������

・第３回任意合併協議会の内容
議題①「合併に関する基本的な事項」について
議題②「各種事務事業の取扱い」について
先進地視察について
第１回新市将来構想策定小委員会の内容

・信濃君のちょっと質問！③
・協議会委員を紹介します③
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発行：長岡地域任意合併協議会
編集：長岡地域任意合併協議会事務局

３
月
13
日
に
、
長
岡
市
の
長
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
、
第
３
回
長
岡
地

域
任
意
合
併
協
議
会
（
以
下
「
協
議
会
」
と
し
ま
す
。）
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
協
議
会
か
ら
、
具
体
的
な
協
議
に
入
る
こ
と
に
な
り
、
早
速
、

一
番
注
目
さ
れ
る
４
つ
の
基
本
項
目
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。各
委

員
か
ら
意
見
が
出
さ
れ
、
活
発
な
協
議
と
な
り
ま
し
た
が
、「
合
併
の
方
式
」

な
ど
は
次
回
以
降
も
継
続
し
て
協
議
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
「
各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い
」
に
つ
い
て
も
調
整
方
針
案
が
提

出
さ
れ
、
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
夜
に
開
催
し
た
こ
と
や
、「
合
併
の
方
式
」
と
い
っ
た
注
目
さ
れ

る
協
議
内
容
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
前
回
ま
で
の
協
議
会
に
比
べ
傍
聴
者

が
多
く
、
長
岡
地
域
８
市
町
村
の
合
併
協
議
に
対
し
て
、
住
民
の
皆
さ
ん

の
関
心
が
高
い
こ
と
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
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第
３
回
の
協
議
会
が
３
月
13
日
に
行
わ
れ
、
次
の
よ

う
な
協
議
事
項
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

M
N
O
P
Q

①

協
議
会
委
員
お
よ
び
幹
事
の
変
更
に
つ
い
て
報

告
を
し
ま
し
た
。
山
本
俊
一
見
附
市
助
役
の
就
任

に
伴
い
、
見
附
市
の
協
議
会
委
員
と
幹
事
を
変
更

し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
は
、
協
議
会
規
約
第
４
条

に
構
成
市
町
村
の
助
役
が
協
議
会
委
員
に
な
る
こ

と
、
ま
た
幹
事
会
規
程
第
４
条
に
お
い
て
も
構
成

市
町
村
の
助
役
が
幹
事
に
な
る
こ
と
が
規
定
さ
れ

て
い
る
た
め
に
委
員
お
よ
び
幹
事
を
変
更
す
る
も

の
で
す
。

②

先
進
地
の
視
察
に
つ
い
て
報
告
を
し
ま
し
た
。

２
月
26
日
に
協
議
会
委
員
21
名
の
参
加
に
よ
り
、

前
橋
広
域
市
町
村
任
意
合
併
協
議
会
へ
視
察
を
行

っ
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
（
詳
細
は
３
頁
に
掲

載
）。

③

第
１
回
新
市
将
来
構
想
策
定
小
委
員
会
に
つ
い

て
報
告
を
し
ま
し
た
。
３
月
11
日
に
開
催
し
た
第

１
回
新
市
将
来
構
想
策
定
小
委
員
会
で
の
協
議
内

容
に
つ
い
て
、
同
小
委
員
会
の
委
員
長
に
選
出
さ

れ
た
豊
口
委
員
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
（
詳
細

は
３
頁
に
掲
載
）。

M
R
S

①

「
合
併
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
」
に
つ
い
て

協
議
を
行
い
ま
し
た
。
第
２
回
の
協
議
会
で
決
定

さ
れ
た
順
番
に
よ
り
、
今
回
は
基
本
項
目
で
あ
る

「
合
併
の
方
式
」、「
合
併
の
期
日
」、「
新
市
の
名

称
」、「
新
市
の
事
務
所
の
位
置
」
に
つ
い
て
協
議

し
ま
し
た
。

②

「
各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い
」
に
つ
い
て
協
議

を
行
い
ま
し
た
。
14
項
目
の
制
度
に
つ
い
て
、
担

当
の
分
科
会
長
が
そ
の
調
整
方
針
案
の
説
明
を
行

い
、
そ
の
後
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
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意
見
・
で
き
る
な
ら
新
設
合
併
を
望
む
。

・
大
き
い
小
さ
い
は
別
で
あ
る
。
住
民
の
意
思
を
尊
重
し
て
新
設
合
併
で
。

・
市
の
規
模
や
制
度
の
充
実
度
か
ら
長
岡
市
へ
の
編
入
が
よ
い
。

・
新
た
な
ス
タ
ー
ト
の
意
味
か
ら
新
設
合
併
で
は
ど
う
か
。

・
８
市
町
村
の
研
究
会
で
の
結
果
は
長
岡
市
の
制
度
が
充
実
し
て
い
る
も
の
が

圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。
協
議
の
中
身
は
平
等
で
あ
る
べ
き
だ
が
、
方
式
は
中

核
で
あ
る
長
岡
市
へ
の
編
入
で
よ
い
の
で
は
。

・
新
設
、
編
入
は
、
新
し
い
市
の
構
想
な
ど
が
出
た
段
階
で
考
え
て
は
ど
う
か
。

入
り
口
で
つ
ま
ず
く
の
で
な
く
、
ど
う
な
る
の
か
判
断
で
き
る
状
態
に
な
っ

て
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

・
合
併
に
よ
る
急
激
な
変
化
を
望
ま
な
い
人
も
い
る
の
で
、
財
政
の
特
例
期
間

の
お
よ
そ
10
年
間
は
旧
市
町
村
に
自
治
権
を
残
す
よ
う
な
「
緩
や
か
な
合
併
」

を
考
え
て
は
ど
う
か
。

・
理
想
論
は
あ
る
が
、
期
限
内
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
編
入
合
併
を
考
え

ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。
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意
見
・
特
例
措
置
を
受
け
る
に
は
平
成
17
年
３
月
31
日
ま
で
に
合
併
す
る
必
要
が
あ

る
。
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意
見
・「
長
岡
」
と
い
う
名
前
を
生
か
し
て
は
ど
う
か
。

・「
長
岡
市
」
で
賛
成
で
あ
る
。

・
長
岡
市
も
旧
古
志
郡
だ
っ
た
わ
け
で
、「
古
志
長
岡
市
」
と
い
う
の
は
ど
う
か
。

・「
中
越
市
」
と
い
う
名
前
も
よ
い
の
で
は
。

・「
越
路
」
は
、
新
潟
県
を
総
称
す
る
名
前
で
あ
り
、
新
市
の
名
称
に
よ
い
の
で

は
な
い
か
。

・
生
ま
れ
育
っ
た
名
前
が
一
番
い
い
と
思
っ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
次
の
機
会
ま

で
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
意
思
の
疎
通
を
図
り
な
が
ら
、
常
識
的
な
と
こ
ろ

で
合
意
を
し
た
ほ
う
が
よ
い
の
で
は
。
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意
見
・
地
理
的
な
面
か
ら
も
長
岡
市
に
置
く
べ
き
。

・
自
治
体
の
体
力
な
ど
を
考
え
た
と
き
、
長
岡
地
域
の
一
住
民
と
し
て
も
、
長

岡
市
を
中
心
に
置
く
と
い
う
の
が
妥
当
で
は
な
い
か
。

・
新
し
く
庁
舎
を
作
る
場
合
は
長
岡
市
内
の
東
バ
イ
パ
ス
沿
い
に
。

今
回
の
協
議
会
で
は
、
研
究
会
が
示

し
た
各
種
事
務
事
業
21
項
目
の
う
ち
、

14
項
目
の
調
整
方
針
案
に
つ
い
て
説
明

と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
８
市
町
村
の
各
担
当
者
で

構
成
す
る
32
の
分
科
会
が
現
段
階
で
妥

当
と
思
わ
れ
る
調
整
方
針
案
を
示
し
て
、

幹
事
会
で
了
承
さ
れ
、
協
議
会
に
提
出

し
た
も
の
で
す
。

今
回
の
調
整
方
針
案
で
決
定
す
る
の

で
な
く
、
案
に
つ
い
て
委
員
の
意
見
を

求
め
、
そ
の
意
見
な
ど
を
考
慮
し
な
が

ら
、
さ
ら
に
制
度
全
体
や
財
政
試
算
な

ど
も
考
慮
し
て
、
再
度
分
科
会
で
議
論

を
深
め
幹
事
会
、
協
議
会
に
提
出
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

14
項
目
の
調
整
方
針
案
は
、
い
ず
れ

も
日
常
生
活
に
密
着
す
る
制
度
で
あ
り
、

中
に
は
地
域
に
よ
り
差
が
あ
る
制
度
で

あ
る
た
め
、
委
員
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
質

問
や
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

除
雪
関
係
で
は
、
降
雪
量
に
違
い
が

あ
り
サ
ー
ビ
ス
は
ど
う
な
る
の
か
と
い

っ
た
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に

対
し
分
科
会
か
ら
は
、「
道
路
除
雪
の
基

準
は
現
行
ど
お
り
合
併
後
も
継
続
す
る
。

消
雪
パ
イ
プ
に
つ
い
て
は
、
取
り
組
み

に
大
き
な
違
い
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
当

分
の
間
、
今
の
制
度
を
継
続
し
、
時
間

を
か
け
て
調
整
を
行
う
。」
と
い
う
旨
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

調 整 方 針 案

１ 国民健康保険料（税）について

ÈÉÊ~ËÌÍÎÏp�ÐÑÒqÓÔx

ÕÖ��æ½~q®×
・合併後に、ほぼ平均的保険料額の水準に
統一する。

２ 介護保険料について ・経過措置後に、一元化の方向で調整する。

３ 病院・診療所について ・現行どおり、合併後も存続する。

４ 福祉タクシーについて ・合併時に、長岡市の制度に統一する。

５ 乳幼児の医療費助成について ・合併時に、小国町の制度に統一する。

６ 保育料（認可保育所保育料）について ・経過措置後に、一元化の方向で調整する。

７ ごみの収集について ・合併後に、長岡市の制度に統一する。

８ 中小企業振興資金貸付金（普通貸付）について
・合併時に、長岡市の制度に統一すること
とし、融資条件を調整する。

９ 土地改良事業補助金（市町村単独事業）について ・合併時に、新制度に再編する。

10 生活路線バスについて ・現行どおり、合併後も存続する。

11 雪対策（道路除雪・消雪パイプ）について

〈道路除雪の基準等〉
・現行どおり、合併後も存続する。

12 遠距離通学児童・生徒の通学費助成について ・合併後も、当分の間現行どおりとする。

13 就学援助・奨励費補助事業について ・合併時に、長岡市の制度に統一する。

14 消防団について ・合併後に統一する。

項 目 名

〈消雪パイプに係る施策の相違〉
・制度や取組み経過を整理し、合併後調整
する。

「各種事務事業の取扱い」についての調整方針案

$%&'()*++,(-./01 Ø
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協
議
会
で
は
、
協
議
の
進
め
方
な
ど

の
協
議
に
関
す
る
情
報
収
集
を
行
う
た

め
に
先
進
地
視
察
を
行
う
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

２
月
26
日
に
は
、
協
議
会
委
員
21
人

が
、
前
橋
広
域
市
町
村
任
意
合
併
協
議

会
（
会
場
は
前
橋
市
役
所
）
を
視
察
し

ま
し
た
。
こ
の
地
域
は
、
長
岡
地
域
と

同
じ
く
30
万
人
中
核
都
市
を
め
ざ
し
て

い
る
地
域
で
、
９
ヶ
月
間
で
任
意
協
議

会
で
の
協
議
を
終
了
し
た
の
で
、
協
議

会
の
進
め
方
や
取
り
組
み
方
の
参
考
に

な
れ
ば
と
い
う
こ
と
で
視
察
に
行
き
ま

し
た
。

視
察
は
前
橋
広
域
側
８
人
の
事
務
局

員
か
ら
対
応
し
て
い
た
だ
き
、
事
務
局

次
長
か
ら
１
時
間
30
分
ほ
ど
説
明
を
受

け
、
そ
の
後
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

質
疑
で
は
、
多
く
の
委
員
か
ら
質
問

が
あ
り
、
２
時
間
の
視
察
の
予
定
が
40

分
以
上
超
え
て
し
ま
う
ほ
ど
熱
心
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
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市町村名 氏 名

長 岡 市
矢 野 一 夫

大 地 正 幸

見 附 市

八 木 庄 英

村 上 雅 紀

若 杉 リ ツ

栃 尾 市
佐 藤 織 江

北 村 公

中之島町

今 泉 實

池 田 守 明

高 森 精 二

越 路 町
熊 倉 幸 男

小 林 民 雄

三 島 町

米 持 昭 次

大 矢 治 雄

小 池 進

山古志村

坂 牧 宇一郎

高 野 哲 四

高 野 徳 義

酒 井 利 幸

小 国 町
平 野 保 雄

池 島 寛

◎先進地視察参加者名簿

市町村名 区 分 氏 名 役 職
学 識 経 験 者 豊 口 協 委 員 長

長 岡 市
行政 二 澤 和 夫 副委員長
住民代表 朝 日 由 香

見 附 市
行政 山 本 俊 一
住民代表 村 上 雅 紀

栃 尾 市
行政 外 山 康 男
住民代表 北 村 公

中之島町
行政 佐々木 保 男
住民代表 池 田 守 明

越 路 町
行政 熊 倉 幸 男
議会 石 黒 貞 夫

三 島 町
行政 米 持 昭 次
住民代表 小 池 進

山古志村
行政 坂 牧 宇一郎
住民代表 高 野 徳 義

小 国 町
行政 長谷川 孝
議会 野 田 幹 男

◎新市将来構想策定小委員会委員名簿

¶äå�Çæçè�éêoRp~ëì
構成：前橋市、大胡町、宮城村、粕川村
人口：合計約32万人、面積241í
協議期間 平成14年４月から12月（９ヶ月間）

粕川村が８月に加入したため、実質
的な協議は４ヶ月間くらい。

協議会での主な協議内容
・合併の方式；前橋市に３町村を編入する。
・地方税の取扱い；前橋市に統一する。

（不均一課税はしない。）
・支所の取扱い；３町村の役場は支所とする。
・地域審議会の取扱い；３町村に設置する。

▲前橋広域市町村任意合併協議会視察のようす

３
月
11
日
に
開
催
し
た
第
１
回
新
市

将
来
構
想
策
定
小
委
員
会
に
は
、
委
員

17
人
全
員
の
出
席
の
も
と
、
最
初
に
事

務
局
か
ら
小
委
員
会
の
役
割
と
将
来
構

想
策
定
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え

方
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、「
小

委
員
会
の
委
員
長
・
副
委
員
長
の
選
任
」

と
「
新
市
将
来
構
想
策
定
に
係
る
住
民

参
画
の
手
法
」
の
２
つ
の
協
議
事
項
に

つ
い
て
、
熱
心
に
話
し
合
い
を
行
い
ま

し
た
。

委
員
長
に
は
学
識
経
験
者
の
豊
口
協

委
員
（
長
岡
造
形
大
学
理
事
長
・
学
長
）、

副
委
員
長
に
は
二
澤
和
夫
委
員
（
長
岡

市
助
役
）
を
そ
れ
ぞ
れ
選
任
し
ま
し
た
。

ま
た
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
ま
ち
づ
く

り
へ
の
思
い
や
考
え
を
把
握
し
、
新
市

将
来
構
想
に
反
映
し
て
い
く
た
め
に
、

地
域
全
体
で
７
、
０
０
０
人
を
対
象
と

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
抽
出
調
査
）

を
行
う
こ
と
や
住
民
の
方
々
か
ら
ま
ち

づ
く
り
の
夢
や
希
望
に
つ
い
て
自
由
に

話
し
合
っ
て
い
た
だ
く
「
まÈ

ち
づ
く
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
す
る
こ
と

な
ど
を
決
定
し
ま
し
た
。

今
後
、
こ
れ
ら
の
調
査
等
を
順
次
行

っ
て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
ご
意

見
等
を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
調
査
等
の
依
頼
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
お
手
数
で
も
ご
協
力
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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小
委
員
会
で
は
、
８
市
町
村
の
皆
さ

ん
が
、
夢
を
持
て
る
実
現
可
能
な
地
域

の
将
来
像
を
描
く
た
め
、
い
よ
い
よ
本

格
的
な
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

と
な
り
ま
す
。
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○と き ４月８日f 午後６時30分から
○ところ 長岡市役所 大会議室（長岡市幸町２丁目１番１号）
○受 付 午後６時から
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将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
、
地
域
の
宝
の

発
見
や
夢
の
あ
る
将
来
像
に
つ
い
て
、
参
加
者
全
員

で
自
由
に
意
見
交
換
を
行
う
集
ま
り
の
こ
と
。
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9:;deklmnoY p9:;deklmnoY p 前回に引き続き、住民代表の方４名を紹介します。

qrÇst÷u
v w x yz

理想と現実をふまえ、８市町村が共生発
展できるように考え活動して行きたいです。
それぞれの立場や諸問題を理解しあい、中
核都市として誇れる町にしたいです。

{|}æst÷u
~ � � � yz

視察に行き、合併の手順や関係者の努力
が良くわかりました。住民代表として住民
サービスが向上するように、また産業が活
発になるようにがんばりたいです。

ÅÆÇst÷u
� w � yz

合併で区域が広がるので、住民サービスが
低下しないように配慮したいです。経費の
節減だけでなく、各地の伝統慣習は残せるよ
うな、特色あるまちづくりにしたいです。

��Çst÷u
� � � � yz

地域住民とのパイプ役として、“新しいま
ち”の将来像を描きつつ、審議の過程を見
据えて行きたいです。個性豊かな活力のあ
るまちになってほしいです。

○と き ４月11日� 午前10時から

○ところ 長岡グランドホテル
（長岡市東坂之上町１丁目）

○受 付 午前９時30分から
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今
回
で
第
３
号
の
発
行
に
な
り
ま
す
が
、
創
刊
号
、
第

２
号
に
つ
い
て
の
反
響
が
聞
こ
え
ず
、
不
安
に
駆
ら
れ
る

今
日
こ
の
頃
で
す
。
記
事
の
内
容
や
配
置
に
つ
い
て
は
、「
分

か
り
や
す
い
記
事
」、「
見
や
す
い
配
置
」
な
ど
を
心
が
け

て
い
ま
す
が
、
上
手
く
表
現
が
で
き
ず
に
悩
ん
で
い
ま
す
。

「
こ
う
や
っ
た
ほ
う
が
分
か
り
や
す
い
」「
こ
ん
な
内
容
を

載
せ
て
」
と
い
っ
た
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
協
議
会
も
３
回
目
と
な
る
と
、
協
議
会
の
委
員

の
皆
さ
ん
も
慣
れ
て
き
た
よ
う
で
、
会
議
の
始
ま
る
前
は

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
表
情
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
さ
す
が
に

協
議
会
が
始
ま
る
と
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
を
背
負
っ
て

い
る
」
と
い
う
感
じ
で
緊
張
感
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
雰
囲
気
の
中
で
、
発
言
が
次
々
と
出
て
く
る
あ
た

り
は
、
さ
す
が
各
市
町
村
の
代
表
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

傍
聴
の
方
も
回
を
重
ね
る
ご
と
に
多
く
な
り
ほ
ぼ
満
席

状
態
で
、
熱
心
に
メ
モ
を
取
る
姿
も
見
受
け
ら
れ
る
な
ど

合
併
協
議
へ
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。今
後
会

場
に
よ
っ
て
は
も
う
少
し
席
を
増
や
せ
る
の
で
多
く
の
方

か
ら
協
議
会
の
傍
聴
に
来
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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例
え
ば
制
度
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
も
の

な
ん
か
は
、住
民
生
活
を
考
え
て
、１
回
で
制

度
を
変
え
る
の
で
な
く
、
合
併
後
も
当
分
現

状
の
ま
ま
で
制
度
を
続
け
て
い
っ
て
、
徐
々

に
統
一
し
て
い
く
と
い
う
場
合
も
あ
る
ん
だ
。

そ
う
か
、
調
整
す
る
の
っ
て
難
し
い
で
す

ね
。
例
え
ば
、
サ
ー
ビ
ス
が
下
が
る
っ
て
こ

と
も
、
あ
る
ん
で
す
か
？

長
岡
地
域
で
み
れ
ば
、
同
じ
制
度
が
８
個

あ
る
わ
け
だ
か
ら
、
調
整
に
よ
っ
て
「
下
が

る
」
部
分
も
出
て
く
る
だ
ろ
う
ね
。
だ
け
ど

全
体
を
見
て
サ
ー
ビ
ス
が
ど
う
な
る
か
考
え

る
必
要
が
あ
る
よ
ね
。
そ
れ
と
、
み
ん
な
が

デ
メ
リ
ッ
ト
と
言
っ
て
、
比
較
し
て
い
る
の

は
、
実
は
「
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
の
今
の
制

度
」
と
「
将
来
の
ま
ち
の
制
度
」
な
ん
だ
よ

ね
。
た
だ
し
そ
れ
を
比
較
す
る
の
っ
て
本
当

は
難
し
い
と
思
う
け
ど
ね
。

そ
う
い
え
ば
、僕
も
今
の
制
度
と
、
合
併
し

た
後
の
制
度
を
比
較
し
よ
う
と
し
て
い
る
な
。

先
生
が
思
う
に
、
合
併
し
て
負
担
が
増
え

た
り
す
る
も
の
は
、
確
か
に
合
併
し
た
後
に

は
、
一
時
的
に
影
響
を
受
け
る
だ
ろ
う
ね
。

で
も
、
自
分
の
市
町
村
が
合
併
し
な
い
場
合
、

「
今
の
制
度
が
将
来
ど
う
な
る
か
」
や
、「
同

じ
よ
う
に
で
き
る
か
」
と
い
う
こ
と
を
、
長

期
的
な
視
点
で
考
え
た
う
え
で
、
比
較
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
ん
だ
ろ
う
ね
。

な
る
ほ
ど
、
先
生
。
わ
か
り
ま
し
た
。

協
議
会
の
結
果
や
各
市
町
村
の
資
料
を
使

っ
て
、
い
ろ
ん
な
角
度
で
勉
強
し
て
み
れ
ば
、

き
っ
と
自
分
に
と
っ
て
合
併
が
メ
リ
ッ
ト
か

デ
メ
リ
ッ
ト
か
わ
か
っ
て
く
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
。

先
生
。
こ
ん
に
ち
は
。
最
近
新
聞
で
「
合

併
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が
見
え
な
い
」

と
い
う
記
事
を
読
み
ま
し
た
が
、
そ
れ
っ
て

ど
う
い
う
こ
と
な
ん
で
す
か
？

そ
う
だ
ね
。
一
般
的
に
は
合
併
の
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
、
財
政
の
基
盤
が
強
く
な
る
と
か
、

サ
ー
ビ
ス
の
質
が
向
上
す
る
と
か
言
わ
れ
て

い
る
よ
ね
。
逆
に
デ
メ
リ
ッ
ト
で
は
、
地
域

の
声
が
届
か
な
く
な
る
と
か
、
文
化
が
失
わ

れ
る
と
か
が
言
わ
れ
て
い
る
よ
ね
。

で
も
、
そ
う
い
う
人
た
ち
は
、
実
際
の
と

こ
ろ
「
ど
う
生
活
が
変
わ
る
か
が
わ
か
ら
な

い
」
と
言
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
ね
。

だ
か
ら
協
議
会
で
話
し
合
っ
て
い
る
ん
で

し
ょ
う
？

そ
う
な
ん
だ
。
こ
の
長
岡
地
域
は
、
こ
れ

か
ら
具
体
的
な
制
度
の
調
整
を
す
る
か
ら
、

協
議
が
進
め
ば
生
活
に
ど
う
影
響
し
て
く
る

か
、
わ
か
っ
て
く
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

じ
ゃ
あ
、
い
つ
頃
わ
か
る
ん
で
す
か
？

今
、
長
岡
地
域
の
協
議
会
で
話
し
合
っ
て

い
る
最
中
だ
か
ら
、
そ
の
進
み
具
合
を
見
て

み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
ね
。
中
に
は
合
併
し

て
か
ら
調
整
す
る
よ
う
な
も
の
も
あ
る
だ
ろ

う
け
ど
ね
。

え
っ
、
合
併
し
て
か
ら
で
な
い
と
、
わ
か

ら
な
い
も
の
も
あ
る
ん
で
す
か
？
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